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要 旨 

概 要 

～わたしたちの言葉、あなたに届け～ 

第４５回「沼津市わたしの主張大会」を 6/13（土）開催 

お問い合わせ先 

 市内中学校各校の代表 19 人が、社会や世界に向けた意見や、家庭・学校生活・友達と

の関わりなど様々な出来事に対して、心からの思い、考えたことなどを自由な言葉でまとめ、

発表します。 

 中学生の瑞々しい感性で綴られた言葉を通じて、私たちの生活や社会を捉え直してみませ

んか？ 

 

１ 日 時  令和８年６月１３日（土）13時から 16時まで 

２ 場 所  沼津市民文化センター 小ホール 

３ 内 容  沼津市内の中学校１９校（加藤学園暁秀中学校を含む）から選ばれた１９人

が、日常生活の中での体験や考えていることを発表します。中学生が社会の

一員としての自覚を高めるとともに、青少年の健全育成に対して市民が理解

と関心を深めることを目的として開催しています。 

４ 主    催  沼津市教育委員会 

５ 後    援  沼津市自治会連合会、沼津市青少年を健やかに育てる会連絡協議会 

            沼津千本ライオンズクラブ 

６ 過去の様子   

    

 

 

 

 

 

 

沼津市役所 教育委員会事務局 生涯学習課 

直通：０５５－９３４－４８７１ 

 

                                                   

 

発表者・題名・過去の大会動画等は

こちらから 

https://www.city.numazu.shizuoka

.jp/kurashi/kyoiku/kyoiku/seisho

/kenzen/watashino.htm 
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わたしたちの言葉、
あなたに届け

沼津市教育委員会事務局 生涯学習課
055-934-4871 syo-gakusyu@city.numazu.lg.jp

主催：沼津市教育委員会

後援：沼津市自治会連合会、沼津市青少年を健やかに育てる会連絡協議会、沼津千本ライオンズクラブ

第45回 沼津市

わたしの
主張大会

観覧
無料

２０２６.６.13 （sat）

           13:00～16:00（開場12:30）

沼津市民文化センター 小ホール

市内中学校（19校）の代表者が、自分自身と向き合う中で、
または周囲の人や社会との関わりの中で考えたこと、
未来への希望を、自らの言葉で発表します。

   今を生きる青少年の声を、ぜひ会場でお聞きください。

当日の発表順等の詳細はホームページ・SNSをご覧ください。

mailto:syo-gakusyu@city.numazu.lg.jp


――その偏見だけで人の評価を下げるようなことを
言うのはあってはならない。

2025 静岡県大会 優秀賞
『向き合って見える世界』
金田 ゆなさん 愛鷹中学校３年（当時）

発達障がいを抱える姉と過ごす中で、通りすがりの人の
冷たい言葉や視線、根拠のない決めつけや偏見は何度も
感じている。
社会には障がい者に対する固定観念や否定的なイメー
ジが根強く存在する。しかし、姉には特出した能力があり、
障がいを持っていたとしても私達同様に個性や良さを持っ
ていることに変わりはない。
一人ひとりが障がいのある人と少しでも向き合うべきだ
と思う。もし、障がいを持つ人と関わるときがあったら、お互
い一人の人間としてその人のことを知ろうとしてほしい。

――そこに愛はあるんか！
僕は心の中でこう叫ばずにはいられませんでした。

2025 静岡県大会 最優秀賞・共感賞
『人間になった僕ができること』
加藤 蒼士さん 片浜中学校３年（当時）

医療の分野でもAIの研究開発が進んでいるが、便利になる
からとすべてを機械に頼ってしまうのは間違っている。
良い医者とは求める価値によって変わるものだが、人間の
温かさは代替できない。
過去の受診経験から、自分が「言葉の処方箋を出せる素敵
な医者」になりたいと思う。

動画はこちらから⇒

（市公式YouTube）

第44回 沼津市

わたしの

主張大会

昨年度の応募作品総数は1,648点。
各校代表者として選ばれた19名が、
自らの思いや考えを、精一杯伝えました。



発表順

プログラム

開 会
沼津市教育長

来賓祝辞
来賓紹介
発 表 19名
講 評 沼津教育振興会 国語部 部会長
閉 会

あいさつ

学校名 学年 氏名 題名

１ 原中学校 ３年 土屋 星羅 誰かの背中を押せる人に

２ 浮島中学校 ３年 平田 唯 AIの時代を生きる

３ 門池中学校 ３年 萬井 美月 わかったつもりのその先へ

４ 今沢中学校 ３年 周 羽涵 「ありがとう」から始まる私の人生

５
市立沼津高等学校

中等部
３年 吉橋 明希 ひいおばあちゃんの拍手

６ 戸田小中一貫学校 ９年 長島 光希 戸田で生きる 戸田と生きる

７
加藤学園
暁秀中学校

３年 松本 菜央 半径３メートルから広がる世界平和

８ 第一中学校 ３年 井上 麻衣 「もういいよ」から「ありがとう」へ

９ 第二中学校 ３年 安藤 啓太 夢は動詞で考えたい

～休憩～

10 第三中学校 ３年 市田 瑛大 規律の中で輝く「本物の個性」

11 第四中学校 ３年 杉山 空良 努力は報われるのか

12 第五中学校 ３年 及川 善愛 人の目と本音

13 片浜中学校 ３年 木村 美琴 「死にたい」の答え

14 金岡中学校 ３年 知識 龍生 境界線の向こう側

15 大岡中学校 ３年 マリアリ テンシ お互いをもっと理解するために

16 静浦小中一貫学校 ９年 渡邉 めりる 「想像を創造する」

17 愛鷹中学校 ３年 菊地 陽向 その一口が、誰かの明日へ

18 大平中学校 ３年 秋山 倫瑠 AIを使うみなさんへ

19 長井崎小中一貫学校 ９年 日吉 奏太朗 AIが教えてくれない時代の不自由

司会 第三中学校 ３年
根城 一菜 山田 優一
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